
１　現状と課題

２　事業目的

３　事業目的を達成するための取組

４　成果指標 （推移の凡例　↗：改善　↘：悪化　→：変化なし　―：数値なし）

５　本事業が貢献する総合５か年計画の施策分野と達成目標

６　事業コスト （単位：千円、人）

直近３か年の状況

年 数値

　

単位達成目標（指標名）

※指標なし

年 数値

目標

年 数値
No.

5-2①

施策分野（施策の総合的展開名）

一人の子どもも取り残されない「多様性を包み込む」

学びの環境の創出

予算要求からの

主な変更点

県内のニーズ調査を実施するための委託料を新たに計上するとともに、全体スケジュールと会議（WG）実施回数を見直し開催

経費を減額。

0.0

R3年度 0 0 0 0 0 0 0.0

R4年度 0 0 0 0 0

R5年度
（予算案） 3,933 3,933

職員数
前年度繰越 当初予算 補正予算等 合計 うち一般財源

3,933
1.5

（要求） 1,277 1,277 1,277

区分

予算額

決算額

年 数値

事　業　名 夜間中学の設置を検討するための事業費
部局 教育委員会事務局 課・室 義務教育課

実施期間 R5 ～ gimukyo@pref.nagano.lg.jpE-mail

実績 実績 推移

事業番号 15 02 02 事業改善シート（令和５年度実施事業分） □当初要求　■当初予算案 　□補正予算案　□点検

・H28.12に教育機会確保法が成立し、地方公共団体は、夜間中学を設置し、学齢期を経過した者に対して就学機会の提供等の

措置を講ずることが義務付けられた。

・現在、県内に夜間中学が設置されていないことから、有識者を交えながら、市町村とともに、夜間中学の設置について検討する必要が

ある。

・戦後の混乱期に学校に通えなかった者等に、その希望に応じて学び直しができる場を提供するため、夜間中学（中学校夜間学級）

の設置について検討する。

①夜間中学設置の検討を行うための会議の開催

単位
R2年度 R3年度

指標名
R5年度

目標値

達成

状況
目標値設定理由

R4年度

見込値 推移

③夜間中学ニーズ調査の実施

No.

・夜間中学を含めた多様な学びの場の設置の検討を行うため、市町村や有識者を交えた会議（全体会議）を開催

・夜間中学設置の検討を行うため、市町村や有識者を交えた会議（WG）を開催

②先進地の視察

・円滑に設置判断を行うため、先進地の視察を実施

・今後の設置判断の検討材料とするため、夜間中学のニーズ調査を実施

※指標なし



細事業を構成する主な取組

夜間中学設置検討会議開催事業

先進地視察事業

夜間中学ニーズ調査事業

実施方法

委託

1,277

部局 教育委員会事務局 課・室 義務教育課

令和５年度実施内容（予定）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

市町村とともに夜間中学を含めた新たな多様な学びの場の設置について検討を行う

ため、有識者を交えた検討会議を開催

[全体会議]年４回開催　　[WG]年３回開催

今後、円滑に夜間中学の設置判断を行うため、先進地の視察を実施

他県３校視察

今後の設置判断の検討材料とするため、県内施設約4000箇所にQRコード・はが

き付きのチラシ等を配布し、夜間中学のニーズ調査を実施

県内施設4000か所へのチラシ等の配布・設置

直接

直接

3

R5年度

当初予算

R4年度

当初予算

R3年度

当初予算

（予算案）

事　業　名 夜間中学の設置を検討するための事業費

事業番号 15 02 02 細事業一覧（令和５年度実施事業分） □当初要求　■当初予算案 　□補正予算案　□点検

2

1

細事業

No.
細事業名

夜間中学設置検討事業

No.

1

（要求）

千円

0 0

千円 千円

3,933


